
ローカル５Ｇの概要

建物内や敷地内で⾃営の５Gネットワークとして活⽤ゼネコンが建設現場で導⼊
建機遠隔制御

事業主が⼯場へ導⼊
スマートファクトリ

農家が農業を⾼度化する
⾃動農場管理

⾃治体等が導⼊
河川等の監視

センサー、4K/8K

 ローカル５Ｇとは、全国的にサービスを提供する携帯事業者とは異なり、主に建物内や敷地内での利活
⽤について個別に免許される５Ｇシステム。地域や産業の個別のニーズに応じて地域の企業や⾃治体
等の様々な主体が、⾃らの⼟地内でスポット的に柔軟に構築できる。

＜他のシステムと⽐較した特徴＞
 携帯事業者の５Ｇサービスと異なり、
 携帯事業者によるエリア展開が遅れる地域において５Ｇシステムを先⾏して構築可能。
 使⽤⽤途に応じて必要となる性能を柔軟に設定することが可能。
 他の場所の通信障害や災害などの影響を受けにくい。

 Wi-Fiと⽐較して、無線局免許に基づく安定的な利⽤が可能。




